
【⑴ 学習のルール】①発表をするときのルールと工夫点 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪解説≫ 
 ノートや評価カードを活用して授業の振り返りをすることで、本時の授業や単元等で分かった
ことや疑問点を整理することができたり、子ども自身が自分の授業態度について振り返ることが
できたりします。また、教師がノートや評価カードを用いて賞賛することで、学習意欲を高める
ことにつながります。 
学級の中には、自分の授業態度を振り返ることが難しい子どもや授業内容について間違って理

解してしまっている子どもがいる場合があります。ノートや評価カードに、本時の授業や単元等
で分かったことや疑問点などを書いたり、評価項目に沿って自分の授業態度について考えたりす
ることで、自分の授業態度を振り返ることができます。また、教師がノートや評価カードを確認
しコメントを入れて返却することで、間違って理解している場合は訂正することができ、疑問点
に応えることもできます。 
自己評価をさせるときに、書く内容や評価の観点について具体的に示したり、評価を数値化し

て伝えたりすると分かりやすくなります。 
 
【工夫点】 
・学習した内容について、算数日記や学習日記を書かせる。（小） 
・自己評価カードを活用し、振り返りをさせる。（小中高 工夫例 65） 
・ノートに学習のまとめを書かせ、理解度を確認し、コメントを入れて返す。（小中高） 

◆工夫例 65「自己評価カードを活用し、振り返りをさせる」 
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≪国語（高等学校）≫ 

 

単元ごとに自己評価カード

を活用して、振り返りをさせて

います。 

「プリントをノートに貼っ

ているかどうか」と自己評価の

基準を示し、授業を振り返り自

己評価できるようにします。学

期の最後には、感想や反省を書

かせ、提出させます。 

教師が提出させたものを確

認し、コメントを入れて返却し

ます。 

また、提出物を出したり、小

テストで満点を取ったりする

と、１Ｇ（ゴールド）のポイン

トカードを渡します。遅れて出

しても 0.5Ｇを与えます。ポイ

ントは平常点に加えることを

子どもに伝えているので、ポイ

ントを集めることを目指して

頑張る子どもも出てきます。 

【⑽ 授業の評価・まとめ】 

①「授業の振り返りにノートや評価カードを活用している」 

≪つまずきの背景≫ 

Ｌ セルフモニタリングの困難さ、Ｏ 見通しを持つことの困難さ、Ｐ 自尊感情の低下、Ｓ こだわり 
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